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性と詩的想像力

－－Ｗ． Ｂ． イエイツをめぐって－－
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イエイツが後年 （５０才過ぎ） 書き残した 『回顧録』（ＭＢ“⑦“鴛） には， 若い時分の性的経験を率直に語って

いる部分がある．
｛１｝しかも， 詩人が特に目からの青少年時代の性について書き残した唯一の文章と思われる‐

これには彼は２７才になるまで， キスはおろか女性との性的交渉を一切持たなかったとある‐ 先ず， ヴィクト

リア朝期という時代背景と詩人の属する階級が， その性意識を反映しているものと考える． そこでイエイツ

の家系を見ると， 父方の先祖 （祖父と曾祖父） は二代に渡って国教会 （福音教会派） の牧師を努めている．

初め弁護士志望であった父も， プロテスタント子弟の最高教育機関であるトリニティ・カレッジ （Ｔｒｉｎｉｔｙ

Ｃｏｌｌｅｇｅ） に学んでいる． ミル （Ｊ．Ｓ‐Ｍｉｌｌ） に傾倒するなど， 自由主義的な気質と合理的精神の持主であった

ようである． もっとも， 父からのイエイツに対するこの方面での思想的影響は， 大きいものとは言えない．

その父は後に著名な画家となるのであるが， イエイツ家はある程度裕福なプロテスタント系の中産階級に属

していた‐ ヴィクトリア朝後期に青年時代を過ごした詩人は， この期の中産階級に顕著な性的抑圧に悩まさ

れたと告白する． 果してヴィクトリア朝期が， 全面的に性を抑圧した時代であったかどうかについては， 種

々意見がある‐ しかし少なくとも， 中産階級およびその予備軍といわれる新興階級については首肯されるだ

ろう‐ また庶民向けのピューリタニズムと言われるメソジスト派は， 新しい社会秩序の条件である労働者階

級を支配するには， その性生活の鎮静がとりわけ必要であると考えた‐ これには下層階級にあっては， 既に

１８世紀末から （第一次） 性革命が始まっていたとするＥ． ショーター （Ｅ‐ｓｈｏｒｔｅｒ） の指摘（２）とつき合わす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

くだり
ことができる‐

『回顧録』 での情婦を持ち売春婦を買う友人達の行状を語る下は， 時代特有の性の二重規範

（ｄｏｕｂｌｅｓｔａｎｄａｒｄｓ） を垣間みせる‐ さらに少年時代からの自慰体験， それに伴う疲労感と嫌悪感を赤裸々

に語る箇所は， Ｓ‐Ａ‐Ｄ‐テッソに始まる学説－－マスターベーションが体力を弱め， 生殖器や腸に重大な

障害をもたらすという意見とその忌避への警告が，
（３）広く浸透していた時代の性道徳を反映しているとも言

えよう‐ しかし着目すべきは， 詩人が 「或る一人の女性への愛が自分を欺賄的な禁欲に落ちいらせている」

と語るところである‐ その当の女性，
“永遠の女ず空’ と例えられるモー ド．ゴン （ＭａｕｄＧｏｎｎｅ） に出会っ

たのは， イエイツ２３才 （モー ド２２才） の時であった‐ イエイツと彼女との関係は， 実際， 生涯に渡る片想い

とも言えるもので， その意味でモー ドはロマン主義の伝統である 「宿命の女」 （ｆｅｍｍｅｆａｔａｌｅ） に相当する‐

そして詩人は若くしてその探求に向かうことになる‐

　

一般にヴィクトリア朝期の詩人達の性的対象 （女性） のとり扱い方は， 性の二重規範の表の部分－－殊に

道徳面における強調を伴って， 極端に女性崇拝的であり理想化する傾向をもっていた‐ また彼等は， それに

伴って非常にロマンテックな性概念を抱くのである‐
（４）女性達は， 生身の肉体を持たないものとして いまし
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ば描かれる． ヴィクトリア朝後期にその文学活動を初めるイエイツの初期の詩も， 唯美的・ラファエル前派

風に味付けされており， 多分にこのことが当てはまる． 例えば詩集 『蕎薮鋤 （Ｔ脳 Ｒｏｓｇ，１８９３年） のなかの

‘Ｔｈｅ ＷｈｉｔｅＢｉｒｄ

　

は， モー ドと一緒に白鳥に変身して現実から逃れるといった調子であり， そもそもこの

詩集の ”書薮” そのものも， 全てを超越した永遠の美の象徴であり， モードの美と重ね合わされる．
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イエイツは２８才 （１８９４年） になって， 初めて女性と性的関係を持つ‐ 小説家でもあり， 当時ライマーズ・

クラブ （Ｒｈｙｍｅｒｓ Ｃ１ｕｂ） に出入りしていた， オリヴィア・シェイクスピア （０ｌｉｖｉａＳｈａｋｅｓｐｅａｒ） という女

性がその相手であった‐ 彼女と従妹関係にあったライオネル・ ジョ ンソ ン （Ｌｉｏｎｅｌｊｏｈｎｓｏｎ） よって紹介さ

れるのであるが， オリヴィアは裕福な家庭の人妻であり， 夫との離婚を望んでいた． イエイツと彼女との関

係は一年程続くのであるが， イエイツはその間， モードの事を忘れていた訳ではなかった． 詩集 『葦間の風』

（Ｔ卿 ｗｆ郷 Ａ粥朔ｇ 物８Ｒｅｅｄｓ，１８９９年） には， オリヴィアについて書かれた詩が三篇ある‐ モー ドへの思

いを含む三角関係とも言える様子は，
‘ＴｈｅＬｏｖｅｒ ｍｏｕｒｎｓｆｏｒｔｈｅＬｏｓｓｏｆＬｏｖｅ’ に描かれる‐

Ｐａｌｅ

　

ｂｒｏｗｓ，ｓｔｉｌｌ

　

ｈａｎｄｓ

　

ａｎｄ

　

ｄｉｍ

　

ｈａｉｒ，

ｌ

　

ｈａｄ

　

ａｂｅａｕｔｉｆｕｌ

　

ｆｒｉｅｎｄ

Ａｎｄ

　

ｄｒｅａｍｅｄ

　

ｔｈａｔｔｈｅｏｌｄ

　

ｄｅｓｐａｉｒ

汎ｒｏｕｌｄ

　

ｅｎｄ

　

ｉｎ

　

ｌｏｖｅ

　

ｉｎｔｈｅ

　

ｅｎｄ：

Ｓｈｅｌｏｏｋｅｄ

　

ｉｎ

　

ｍｙ ｈｅａｒｔｏｎｅ

　

ｄａｙ

Ａｎｄ

　

ｓａｗ

　

ｙｏｕｒ

　

ｉｍａｇｅ

　

ｗａｓ

　

ｔｈｅｒｅ；

Ｓｈｅ

　

ｈａｓ ｇｏｎｅ

　

ｗｅｅｐｉｎｇ ａｗａｙ‐
（６｝

８２



性と詩的想像力

この詩は恋する女 （オリヴィア） が， 詩の主人公である男 （イエイツ） の心の中に他の女 （モー ド） の姿を

見い出して， 泣きながら去るといった内容である． いずれにせよ， この詩集全体も象徴的な手法に彩られて

おり， 実生活のヴィヴィ ドな体験は， ロゼツティ風なスタイルによって夢幻的世界に退かされており， 読者

はロマン的な雰囲気しか感じえない‐ やはり， イエイツはこの面でヴィクトリア朝詩人の範祷に納まってい

ると言えよう‐

　

世紀の代わり目からイエイツは，１９０４年のアベイ座 （ＡｂｂｅｙＴｈｅａｔｒｅ） の開場に努力するなど， 演劇活動

に力を入れる‐ それと共に， 演劇を通じてモー ドとの友情関係も依然として続けている． （劇 『キャスリー

ン．二・フーリハン』 （Ｃ鯛期βｅれ 欄 息ｏ煽す膨れ １９０２年） は， モー ドを主役に構成され， また彼女によって演

じられた．） イエイツが現実詩人に変化し始めたといわれる詩集 『七つの森にて』 （腐 す脳 ｓｅ健％ Ｗｏｏｄｓ，

１９０４年） には， モー ド・ゴン・サイクルというモー ドについて書かれた詩が多数ある．
‘ＴｈｅＦｏｌｌｙｏｆｂｅｉｎｇ

Ｃｏｍｆｏｒｔｅｄ

　

は， 堅実なリアリズムの手法でモー ドを描いており，
‘Ｔｈｅ Ａｒｒｏｗ でもやはりモー ドの美しさ

を讃美しているが， イエイツはこの”矢” に， こっそりと彼女に対する性的欲望の意味を忍び入ませている．
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にみられるが，１９００年夏イエイツは， モー ドに四度目の求婚をする‐ しかしモー ドは，
「あ

なたは私と結婚できないという不幸から正さに美しい詩を書けるのです‐ 世界の人は， あなたと結婚しなか

った事を私に感謝してくれるでしょう」 と言って， その求婚を退けるのである‐
（８｝このエピソー ドが示すよ

うに， この時期， イエイツのモードへの満されない愛 （欲望） がその詩材になっており， また同時に詩作の

原動力になっている‐ イエイツのこの求婚までずっと秘密にしていたのであるが， モードは若‐い頃からルシ

ア ン・ミ ー ル ヴァ （Ｌｕｃｉｅｎ Ｍｉｌｌｅｖｏｙｅ） というフランス軍人と愛人関係にあり， 既に女子イーズルト （ｌｓｅｕｌｔ）

を儲けていた． モー ドはこの愛人と疎遠になるにつれ， 性的交渉を嫌うようになったという． これには， 彼

女がカトリックに改宗したことが原因しているかもしれない‐ イエイツ自身は， これが彼女が激しい社会運

動や婦人解放運動へ身を挺する要因になっていると考えていた‐ いずれにしても， 彼女は１９０３年にボーア戦

争の勇士であるＪ． マーックブライ ド （Ｉ ＭａｃＢｒｉｄｅ） と結婚する‐ この結婚はイエイツに大変なショックを

与えたが， かえって彼の禁欲主義を解放したようである－

　

というのは， この後， イエイツはシェクスピア夫

人との関係も回復させており， また他の女性達とも関係するようになる‐ そして詩作上での性的テーマも，

徐々にそのベールが取り除かれるようになった．ところが，モー ドとマックブライ ドとの仲はうまくいかず，

宗教上の理由から離婚にまでは至らなかったが， 二人の別居が認められるということになった （１９０５年）‐

　

これらの一連の出来事があった後， イエイツはモードとごく短い期間であるが （１９０７年終り～１９０８年初め
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頃）， 肉体関係を持つ． しかしその後すぐに， 二人はいわゆる “精神的結婚” の関係に戻っている‐ この “精

神的結婚” というのは， 十年程前 （１８９８年） に遡るが， 二人が結婚するという夢を同時に見たという話 （両

者のオカルティズムへの心酔からの影響によるもの） が基になっていて， 性的関係を持たない両人の交友関

係を意味するものである‐ 二人の性的関係の直後に， モー ドをモデルにした詩が， 詩集 『みどりのヘルメッ

トとその他の詩』 （Ｔ脳 Ｇ似れ 飽ｚ粥勿αれｄ ｏｔ脳γＰｏｇ創ｓ，１９１０年） に数篇ある．
‘Ａ Ｗｏｍａｎ Ｈｏｍｅｒ ｓｕｎｇ，

‘ＮＯ

Ｓｅｃｏｎｄ Ｔｒｏゾ

　

などがそうであるが， 主にモー ドをトロイのヘレンに讐えて， 彼女の美しさを讃えている詩

群である．
“Ｗｏｒｄｓ

” では， 失恋の苦悩が詩人としてのエネルギーになっていると再び述べる．
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ｔｈａｔｔｈｅ

　

ｂｅｓｔ

　

ｌ

　

ｈａｖｅ

　

ｄｏｎｅ

Ｗｒａｓ

　

ｄｏｎｅｔｏ

　

ｍａｋｅ

　

ｉｔｐｌａｉｎ；

Ｔｈａｔｅｖｅｒｙ

　

ｙｅａｒｌ

　

ｈａｖｅｃｒｉｅｄ，
‘Ａｔｌｅｎｇ；ｈ

Ｍｙ

　

ｄａｒｌｉｎｇ ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｓ

　

ｉｔａｌｌ，

Ｂｅｃａｕｓｅ

　

ｌ

　

ｈａｖｅ

　

ｃｏｍｅ

　

ｉｎｔｏ

　

ｍｙ

　

ｓｔｒｅｎｇ；ｈ，

Ａｎｄ

　

ｗｏｒｄｓ

　

ｏｂｅｙ

　

ｍｙ

　

ｃａｌｒ；

Ｔｈａｔ

　

ｈａｄ

　

ｓｈｅ

　

ｄｏｎｅ

　

ｓｏ

　

ｗｈｏ

　

ｃａｎ

　

ｓａｙ

Ｗｒｈａｔ ｗｏｕｌｄ

　

ｈａｖｅ

　

ｓｈａｋｅｎ

　

ｆｒｏｍ

　

ｔｈｅ

　

ｓｉｅｖｅ？

ｌ

　

ｍｉｇｈｔ

　

ｈａｖｅ

　

ｔｈｒｏｗｎ ｐｏｏｒ

　

ｗｏｒｄｓ

　

ａｗａｙ

Ａｎｄ

　

ｂｅｅｎ

　

ｃｏｎｔｅｎｔ

　

ｔｏ

　

ｌｉｖｅ．
（９）

詩風からみると， 完全に現代詩人に変貌を遂げているとはいえ， 女性の神秘化・神話化という点において，

前世紀の詩人の残津を留めていると言えよう‐ ところが，
‘Ｋｉｎｇａｎｄ ＮＯ Ｋｉｎｇ という作品の最終部では，

モードとの肉体関係のことが尻めかされる‐ イエイツが， ようやくモードとの性的関係の甘美さを大胆に回

顧するのは， 次の詩集 『責任』 （Ｒｅゆｏ％ｓｌｂｉｚα郷，１９１４年） のなかの‘Ｆｒｉｅｎｄｓ－という‐詩においてである． （な

おこの詩の冒頭には， オリヴィアとの関係も合わせて歌われている） さらに時代も下って，１９２６年～２７年に

書かれた 「若いときと老いたときの男」（Ａ Ｍαれ 恥“鰹 卿α０ｚｄ） という連作では， イエイツ自身の過ぎ去

った恋愛体験全般が回想されるが， そのなかの‘ＨｉｓＭｅｍｏｒｉｅｓ’ という詩では， モー ドとの１９０７年頃の関係

が歌われており， ヘレンと称されるモードとのあからさまの性行為の場面が現れる．

Ｔｈｅ

　

ｆｉｒｓｔｏｆａｌ１ｔｈｅｔｒｉｂｅ

　

ｌａｙ

　

ｔｈｅｒｅ

Ａｎｄ

　

ｄｉｄ

　

ｓｕｃｈ

　

ｐｌｅａｓｕｒｅ

　

ｔａｋｅ－－

Ｓｈｅ

　

ｗｈｏ

　

ｈａｄ ｂｒｏｕｇｈｔｇｒｅａｔ Ｈｅｃｔｅｒ

　

ｄｏｗｎ
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Ａｎｄ

　

ｐｕｔ

　

ａｌＩ

　

Ｔｒｏｙ

　

ｔｏ

　

ｗｒｅｃｋ－－

Ｔｈａｔｓｈｅ

　

ｃｒｉｅｄ

　

ｉｎｔｏ

　

ｔｈｉｓ

　

ｅａｒ，

‘Ｓｔｒｉｋｅ

　

ｍｅ

　

ｉｆｌ

　

ｓｈｒｉｅｋ‐
’⑩

　

このように２０世紀になると， イエイツとモー ドとの関係の詩をとうしても， ヴィクトリア期 （中産階級）

の禁欲的な性意識が， 次第に薄まってい－くのが見てとれる‐ これは１９世紀において， 深いところで徐々に進

行していた下層階級の性革命が， 中産階級にも浸透していった結果であると考えられる． 特にこの流れを決

定づけたのは， 第一次大戦であった． 大量の女性達が， 戦場に旅立っていった男達に代ってその職場に立つ

ことになった． 女性の社会進出は， 性解放の流れを増大させる． また医学 （避妊） 技術の向上は， この方向

をさらに加速させた‐ 結果， 反動として，２０年代に性的抑制が再び叫けばれるが， 大きなうねりに逆らうべ

くもなかった． 我々は， この意味で正しく 「肉体の時代」
⑪に置かれていると言えるが，２０世紀の詩人の性

のとり扱い方は地上的・世俗的であり， ヴィクトリア朝期の詩人のような女性崇拝的．理想的．ロマン的な

傾向はみられない． このことは， 当然１９世紀から今世紀への性概念の変化とも一致する．

　

ここで， イエイツがモードとの

　

”精神的結婚” の状態に戻った頃の日記 （１９０９年１月） を見てみよう‐

それらは一体どういう結果になるのだろう． 私はその事を， 彼女と私自身のために恐れるのだ． 彼女は

私の全てを持っている‐ 私は今ほど強く彼女を愛した事はなかったが， おのれの （肉体的） 欲望の害悪

から逃れるために， 私は別のところ （女） へと向かわなければならない． 私達を分っごたごたを， 私は

たえず恐れている． 私は， いつも彼女が私を作り， 私が彼女を作ったと思っている‐ 彼女は私の純真で

あり， 私は彼女の英知なのだ， 昔は彼女は不死鳥で， 私は彼女を恐れていたが， 今は彼女は私の恋人と

いうより， 私の子供なのだ‐
Ｑａ

この引用にはイエイツがモードに対する肉体的欲望に絶えず悩まされている様子が窺われるが， それを逸す

ための

　

”別のところ （女）” の一人にＭ‐ デッキンソンという女性がいた‐ 彼女は， イエイツの子供を妊娠

したと知らせてくる． 詩集 『責任』 のなかの

　

”Ｂｅｇｇａｒｔｏ Ｂｅｇｇａｒｃｒｉｅ定 という作品は， その時のもよう

－－自分の性欲に対する幻滅が， アイロニカルに語られる．

‘Ａｎｄ

　

ｇｅｔ

　

ａ

　

ｃｏｍｆｏｒｔａｂｌｅ ｗｉｆｅ

　

ａｎｄ

　

ｈｏｕｓｅ

Ｔｏ

　

ｒｉｄ
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ｔｈｅ

　

ｄｅｖｉｌ

　

ｉｎ

　

ｍｙ

　

ｓｈｏｅｓ／

Ｂｅｇ考αγ ゎ ｂｇｇｇ解 けｌｅｄ，ｂｇｌタ唯 おぼれ砂‐財物ｃた，

‘Ａｎｄ

　

ｔｈｅ

　

ｗｏｒｓｅ

　

ｄｅＶｉ１ｔｈａｔ

　

ｉｓ

　

ｂｅｔｗｅｅｎ

　

ｍｙ

　

ｔｈｉｇｈｓノ
◎

ま た ‘ＴｈｅＤｏｌｌｓ’という詩では， 人形造りのおかみさんの最後のコミカルな台詞 「まあ

　

あんた

　

ほんとう

に

　

ま ぐれで

　

こうなっちゃたのよ」 （‘Ｍｙ ｄｅａｒ，ｍｙ ｄｅａｒ，ｏ ｄｅａｒ，／ｌｔ ｗａｓａｎａｃｃｉｄｅｎｔノ） も， この件を扱

っている‐ イエイツは， この時クールに滞在していたので， 直ちにグレゴリー夫人 （Ｌａｄｙ Ｇｒｅｇｏｒｙ） にこ

の事を相談した‐ 夫人はイエイツを早く結婚させねば， また同じ失敗を繰り返すかも知れないと考えたよう

である‐ ここで， 全く同時期の日記 （１９０９年１月） を， 今一度覗いてみる‐

今日Ｐ‐エ‐Ａ．Ｌ‐（＝モー ド） は， 本当は決して私の計画や性格や考えを理解していないという思いが

浮かんだ‐ それから次のように思った－－かまうものか‐ 私の事を彼女に説明することこそが， 私がこ
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川

　

上

　

武

　

志

れ迄してきた， そして今もしている最上の事ではないか‐ もし彼女が私を理解したならば， 私はものを

書く理由を失ってしまうだろう‐ そして普通， こんな骨折りな事をするのに， そんなにたくさんの理由

を見い出せないものなのだ．
Ｑ少

ここでは， モー ドがイエイツを理解し受け入れたら， 詩作の理由を失ってしまう旨の事が書かれているが，

１９００年の時の求婚の際のモードの拒絶の言葉と比べてみると，今度はイエイツの方が，二人の悲劇的（対立）

関係を，詩作へのエネルギーへと積極的に転換しようとしていることがわかる．早くからブレイク（Ｗ．Ｂ１ａｋｅ）

や東洋思想に親しんでいた詩人の根本哲学の一つは， 自伝で述べているように「全ての創造は闘争から生ず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

セツクス

る‐」
㈱というものであった． 性は正に対立がその基盤となっている‐ イエイツのモー ドへの執勘な求愛は，

その対照的性ネ各÷÷イェイッは本来内向的， モードの方は外向的性格にもその要因が醜、められようが， もし

イエイツが望むように， 二人の結婚によって対立が解決し統一 （ＵｎｉｔｙｏｆＢｅｉｎｇ） が得られたとしたならば，

いみじくも自身認めるように， 詩作の理由 （エネルギー） を失うことになっていたかもしれない．

１９１６年に起きたイースター蜂起 （ＢａｓｔｅｒＲｉｓｉｎｇ） の失敗によって， モー ドの夫マックブライ ドが処刑され

た． そこでイエイツはモー ドに最後の求婚をする． 彼女に拒絶されると， （グレゴリー夫人の勧めもあった

が） すぐに今度は， 娘のイーズルトに結婚を申し込むのである． 詩集 『クール湖の白鳥』 （Ｔれｇ ｗｌｚｄ ｓｗ鰯ｓ

鯖 Ｃｏｏｚｅ，１９１９年） には， イーズルトについて書かれた詩がいくつかあるが， 例えば，
‘ＴｈｅＬｉｖｉｎｇＢｅａｕｔｙ

は， 彼女を題材にして対立するテーマである若さ－老， 肉体－英知の問題が考えられ， その解決として硬

質の美 （‘Ｓａｉｌｉｎｇｔｏ Ｂｙｚａｎｔｉｕｍ の黄金のナイチンゲールに具現する美） に向かおうとする． しかし，
‘Ｍｅｎ

Ｉｍｐｒｏｖｅ ｗｉｔｈｔｈｅＹｅａｒぎ では， 老年に差し掛りつつある詩人自身を表わす大理石の男人魚 （トリトン） は

肉体の美に強く憧れ嘆息する‐ また‘Ｔｏａ Ｙｏｕｎｇ Ｇｉｒｒ では， イーズルトを通してモー ドとの愛の様相が

語られるが， イエイツはイーズルトとモードの姿を重ね合わせる． イーズルトがこの結婚に乗り気でなかっ

た事と， 両者の星の相が合わないとの理由で， この結婚は成立しなかった‐ 結局， イエイツは直ちにジョー

ジィ ・ハ イ ド；リ ース （Ｇｅｏｒｇｉｅ Ｈｙｄｅ‐Ｌｅｅｓ） と結婚する‐
㈱結婚愛については，

‘ｓｏｉｏｍｏｎ ａｎｄ ｔｈｅ ｗｉｔｃ廿

にみられるのだが， 結婚に先立つ数年前のソロモンとシバの関係を題材にした ‘ｏｎ ｗｏｍａｄ という詩をみ

ると （恐らくモードとの性的経験を基にして構想されたのであろうが）， イヱイツは性愛を男女の対立を解

決する象徴として描いていた‐ しかし結婚後に書かれた‘Ｓｏｌｏｍｏｎａｎｄｔｈｅ Ｗｉｔｃ甘 では， ソロモ ンはイ エイ

ツ夫人として登場するシバとの性愛 （の極点） は， 対立の一瞬の解消にしか過ぎず，
「新婚の床は絶望をも

たらす」 （‘ｔｈｅｂｒｉｄｅ‐ｂｅｄｂｒｉｎｇｓｄｅｓｐａｉｒｓ／） と述べるのである． これはイエイツがかつて日記に書いた 「愛

は仮面を創る」 という言葉を思い起こさせる． ソロモンはさらに「恋人同士がそれぞれ， 想像による心像を

もちこみ， その床において実像を見いだすからなのだ‐」（‘Ｆｏｒｅａｃｈ ａｎｉｍａｇｉｎｅｄｉｍａｇｅ ｂｒｉｎｇｓ／Ａｎｄｆｉｎｄｓ

ａ ｒｅａｌｉｍａｇｅｔｈｅｒｅ：’） と続ける． これらはイエイツ夫妻の新婚生活が， 当初うまく行かなかった事を物語

るが， ともあれその直後， 夫人が始めた自動書記 （ａｕｔｏｍａｔｉｃｗｒｉｔｉｎｇ） に， イエイツは大いに驚かされるこ

とになる‐ それは晦渋な哲学書 『幻想録』 （Ａ

　

湾ｓｌ。れ） への集体成につながっていくのであるが， イエイツ

は男女を対立するガイアー （ｇｙｒｅｓ） と考えるなど，
「性」 と 「愛」 と 「オカルト」 を混ぜ合わせて考えてい

る．

　

イエイツを今世紀の最も偉大な詩人の一人であるとの評価を決定づける詩集は，１９２８年出版の 『塔』

（Ｔ脳 Ｔ鰯

　

であるが， その前年から既に６０才も過ぎた詩人と病との戦が始まっていた‐ 肺充血と吐血に
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はじまって，１９２８年にはマルタ熱に犯され－－一時， 生死を訪う－－各地で療養を重ねる． しかし次に出さ

れた 『螺旋 階段 と そ の他 の詩』 （Ｔれｇ

　

ｗ初飾れｇ 瀞α” αれα

　

α脳γ Ｐｏｇ朔ｓ， １９３３年） の ‘Ｗｏｒｄｓ ｆｏｒ Ｍｕｓｉｃ

Ｐｅｒｈａｐｓ

　

には， 性的でしかも非常に濃雑な詩がみられる． この詩群は療養地であるイタリアのラパロで書

かれたのであるが， ダブリンに戻ってから， シェクスピア夫人に次の様な手紙を送っている‐

「い かれジェ ー ン」 （℃ｒａｚｙｊａｎｅ） の詩とその後に続く愛の詩は， 刺激的な風変わりな詩だと自分でも

思います． 性的禁欲が， これらの詩に火をつけたのです‐ …私は病いに犯されながら， なおも性欲に満

ちていました． ときに私のもち得る最大の知的興奮を覚えながら書いたのです‐
靭

℃ｒａｚｙｌａｎｅ ａｎｄ ｔｈｅＪａｃｋｔｈｅＪｏｕｒｎｅｙｍａｎという詩には， 死後， 神のもとへ向かわず一人ぼっちで地上をさ

迷うジャックの霊と性的結合を強く求める老婆ジェーンの姿がある‐

Ｉ
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１一－－ｌｏｖｅ
’
ｓ
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ｇｒｏｕｎｄ，
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ｌｎ

　

ｍｙ

　

ｍｏｔｈｅｒｓ

　

ｗｏｍｂ‐

Ｂｕｔ

　

ｗｅｒｅ

　

ｌ

　

ｌｅｆｔ

　

ｔｏ

　

ｌｉｅ ａｌｏｎｅ

ｌｎ

　

ａｎ

　

ｅｍｐｔｙ

　

ｂｅｄ，

Ｔｈｅ

　

ｓｋｅｉｎ

　

ｓｏ

　

ｂｏｕｎｄ

　

ｕｓ ｇｈｏｓｔ

　

ｔｏ

　

ｇｈｏｓｔ

ｖｖｈｅｎ

　

ｈｅｔｕｒｎｅｄ

　

ｈｉｓ

　

ｈｅａｄ

Ｐａｓｓｉｎｇ

　

ｏｎ

　

ｔｈｅ

　

ｒｏａｄ

　

ｔｈａｔ

　

ｎｉｇｈｔ，

Ｍｉｎｅ

　

ｍｕｓｔ

　

ｗａｌｋ

　

ｗｈｅｎ

　

ｄｅａｄ‐
Ｑ◎

イエイツの哲学によると，地上で激しい性愛を体験する男女は，死後に再び肉化してその経験を再現（再生）

させるからである‐ （これをＤｒｅａｍｉｎｇＢａｃｋと呼ぶ） また， 性は男女の対立に基づいてその矛盾を解決する

ものとするが， 性愛はさらに魂と対立する． ここにおいてイエイツは地上的なものつまり肉体に決定的に傾

いていく．

１９３０年も過ぎると， グレゴリー夫人の死 （１９３２年） による落胆も重なって， イエイツのインスピレーショ

ンが全く枯渇するという 事態が生 じた‐ この時イ エイ ツは， 自ら進んでスタイ ナッハ手術 （Ｓｔｅｉｎａｃｈ

ｏｐｅｒａｔｉｏｎ） －－生殖器に施す一種の回春手術であり， 現在その効果は全くないものとされていろ

　　

を受
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ける‐ 多分， イエイツはだいぶ以前から性的不能 （インポテンツ） に陥っていたものと思われる‐ その例の

一つとして， 詩集 『塔』 のなかの長詩‘Ｔｈｅ Ｔｏｗｅｒ をみると， この塔 （バリリー塔） はイエイツの知的象

徴ともされるが， 一方塔の頂上の部分が実際壊われていたことから， 性的不能・不妊の象徴と解釈するしか

たがある‐
◎詩人はこの塔に件んで， 必死に想像力の回復を試み， 次のように語りかける．

Ｄｏｅｓ

　

ｔｈｅ

　

ｉｍａｇｉｎａｔｉｏｎ ｄｗｅｌｌ

　

ｔｈｅ

　

ｍｏｓｔ

ＵｐＯｎ

　

ａ

　

ｗｏｍａｎ ｗｏｎ

　

ｏｌ‐ ｗｏｍａｎ

　

ｌｏｓｔ？蜘

この女がモードを指すことは言う迄もない． さてイエイツの手術であるが， 担当した医師が， 彼の性的能力

の回復はとうてい望むべくもないと漏したという事実がある． しかし手術は， イエイツに精神面でその効力

を発揮した‐ Ｄ‐ ウェルズリー （Ｄ．Ｗｅｌｌｅｓｌｅｙ） への手紙 （１９３６年６月） には，

手術がわたしにもたらした奇妙な第二の青春期はこのところ肉体的脆弱を進行させているようではあり

ますが， わたしの想像力のほうはたぎりたつ発酵状態にあります． これからさきわたしの書く詩はこれ

までのとは似ても似つかぬものとなりましょう 回

と述べている． これを証明するかのように， 詩集 『最後の詩集』 （卿”Ｐｏｇ粥ｓ，１９３８一１９３９年） では， 露骨な

性描写がみられ， 老人の色情が歌われる． イエイツは性欲と詩作は非常に密接な関係にあると考えていたよ

うで， 一方が衰えるともう片方も衰えるものと思っていた‐

　

『幻想録』 を説明しているシェクスビア夫人宛の手紙のなかに， イエイツの性に対する考え方の根拠がみ

られる． 彼はこの本で， 月の２８相の満ち欠けを用いて歴史の盛衰を解説しているが， ここ２千年間の人類の

歴史も四分割－－古代・中世・ルネサンスに初まる近世・２０世紀現代－－され各時代に四大元素が当てら

れ， また人体の各器官が振り分けられている．

Ｗａｔｅｒｓ ｕｎｄｅｒｔｈｅｅａｒｔｈ
｝ Ｔｈｅｂｏｗ由 欲，

　　　　

加 吻ｔ

　　　

Ｔｈｅ Ｅａｒｔｈ

Ｔｈｅ

　

ｗｒａｔｅｒ

　　　　　　　　　　　

＝Ｔｈｅ

　

ｂｌｏｏｄ

　

ａｎｄ

　

ｔｈｅ ｓｅｘ

　

ｏｒｇａｎ

　　

Ｐαｓｓのれ

Ｔｈｅ

　

Ａｉｒ

　　　　　　　　　　　　　　

＝Ｔｈｅ

　

ｌｕｎｇｓ，
ｌｏｇｉｃａｌ

　

ｔｈｏｕｇｈｔ

　　　　　

Ｔれ○“ｇＺｚ士

Ｔｈｅ Ｆｉｒｅ

　　　　　　　　　　　　

＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｓｏ“Ｚ

Ｔｈｅ

　

Ｅａｒｔｈ

　　　

＝

　

Ｂｖｅｒｙ

　

ｅａｒ１ｙ

　

ｎａｔｕｒｅ－ｄｏｍｉｎａｔｅｄ

　

ｃｉＶｉ１１ｓａｔｌｏｎ

Ｔｈｅ

　

ＶＶａｔｅｌ‐

　　

＝

　

Ａｎ

　

ａｒｍｅｄ

　

ｓｅｘｕａｌ

　

ａｇｅ，ｃｈｉｖａｌｒｙ，
Ｆｒｏｉｓｓａｒｔ

７
ｓ ｃｈｒｏｎｉｃｌｅｓ

Ｔｈｅ

　

Ａｉｒ

　　　　

＝

　

Ｆｒｏｍ

　

ｔｈｅ

　

Ｒｅｎａｉｓｓａｎｃｅ

　

ｔｏｔｈｅ

　

ｅｎｄ

　

ｏｆｔｈｅ

　

ｌ９ｔｈ Ｃｅｎｔｕｒｙ

Ｔｈｅ Ｆｉｒｅ

　　　

＝

　

ＴｈｅＰｕｒきりｎｇ ａｗａｙ ｏｆｏｕｒｃｉｖｉｌｉｓａｔｉｏｎ ｂｙ ｏｕｒ ｈａｔｒｅｄ

（ｏｎｔｈｅｓｅｔｗｏ．ｈａｖｅ ａｐｏｅｍ） （Ｌ８２５‐５）◎

そして四分割された各時代は， 年周期でいう春・夏・秋・冬にも一致し， また人間の一生 （幼年・青年・大

人．老人） にも一致している． この表から分かることであるが， イエイツは性器を人間の一生での青春時代，

文明では彼が最も好んだルネッサンスへとつながる騎士の時代へと照応させている． 次に
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性と詩的想像力

四つの抗争

第１相では…………倫理的

第８相では………・・ノ情動的

第１５相では……・…・・肉体的

第２２相では…………精神的， 超感覚的

憤怒， 空想など

第８相から第１２相まで………・・一憤怒

第１２相から第１５相まで……精神的ないし超感覚的憤怒

第１５相から第１９相まで……空想

第１９相から第２２相まで……権力解Ｄ

この表は 『幻想録』 からのものであるが， イエイツが性的なものと情熱 （晩年には激情・憤怒） とを関係づ

けた理由が， 彼の哲学体系からも理解される‐ 先のシェクスピア夫人への手紙でも，
「私達は文明の最後の

四分の一期に入りつつあり， 魂の戦は肉体の回復に終わることになるでしょう．」 と述べ， 時代の周期が－

順することを予想している．

　

この様に， イエイツはその晩年， 性欲を詩作の源泉と考えたのであるが， その好例となるのが ‘Ｔｈｅ

Ｓｐｕｒ という短詩であろう‐

Ｙｏｕ

　

ｔｈｉｎｋ

　

ｉｔ

　

ｈｏｒｒｉｂｌｅ

　

ｔｈａｔｌｕｓｔ

　

ａｎｄ

　

ｒａｇｅ

Ｓｈｏｕｌｄ

　

ｄａｎｃｅ

　

ａｔｔｅｎｔｉｏｎ

　

ｕｐｏｎ

　

ｍｙ

　

ｏｌｄ

　

ａｇｅ；

Ｔｈｅｙ

　

ｗｅｒｅ

　

ｎｏｔ

　

ｓｕｃｈ

　

ａ

　

ｐｌａｇｕｅ

　

ｗｈｅｎ

　

ｌ

　

ｗａｓ

　

ｙｏｕｎｇ；

ＶＶｈａｔ

　

ｅｌｓｅ

　

ｈａｖｅ

　

工ｔｏ

　

ｓｐｕｒ

　

ｍーｅ

　

ｉｎｔｏ

　

ｓｏｎｇ？回

イエイツは色欲と激情が詩作の拍動となっていると高言しているのであるが， この詩はＤ． ウェルズリー宛

の手紙（１９３６年１２月）に同封される‐そして手紙の最後に，
「私の詩は全て激情と色欲から成り立っている（と

あなたに以前お話ししました）－」
㈱と付け加えている－イエイツの晩年の若い婦人達 （Ｄ． ウェルズリー， Ｍ．

ラ ドック， Ｅ‐ Ｓ． ヒールドなど） との交際も， 性的能力ひいては想像力の回復手段であったように思えて

ならない‐ そして， イエイツは死の数ケ自前の詩 ‘Ｐｏｌｉｔｉｃｓ

　

においても， 政治の話より 「でもねえ私はああ

も一度若がえり

　

あの娘をこの胸に抱きしめたい！」 （‘Ｂｕｔｏ ｔｈａｔｌ ｗｅｒｅ ｙｏｕｎｇ ａｇａｉｎ／Ａｎｄ ｈｅｌｄ ｈｅｒｉｎ

ｍｙａｒｍｓｌ’） と歌う程であった． 幸いこれらの事は， 彼の創作への原動力になったようであり， その想像力

は死の直前まで続いたのである‐ そして， なによりもイエイツは， 最後まで詩人でありたかったのである．

（１｝

　

ＤｅｎｉｓＤｏｎｏｇｈｕｅ，ｅｄ「 ＷＢ．Ｙｅ解ｓｒＭ８醐 鴛 （Ｌｏｎｄｏｎ；Ｍａｃｍｉｌｌａｎ，１９７２）７１一２．

（２） エドワード・ショーター 『近代家族の形成』 田中俊宏他訳 （昭和堂

　

１９８７年） 第三章二っの性革命を参照のこと‐
（３） バーン＆ポニー・プーロー 『売春の社会劇 香川檀他訳 （筑摩書房

　

１９９１年）３６９‐－３７０‐

偲） ＷｅｎｄｅｌＩＳＪｏｈｎｓｏｎ，Ｓｅｘαれｄ ＭＱ“勿解 “⑦ ％防げｌｍｅｐばか （ｌｔｈａｃａ＆Ｌｏｎｄｏｎ：ＣｏｍｅｌＩＵ．Ｐ）２５６一６‐

（５） ＲｉｃｈａｒｄＪ．Ｆｉｎｎｅｒａｎ，ｅｄ Ｗ‐Ｂ‐ＹｅａｔｓＴ膨 Ｆｏｅ偶 （Ｌｏｎｄｏｎ：Ｍａｃｍｉｌｌａｎ，１９８３）３７．

（６） ぁ“・６１．
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（７） 坊“・７７‐

（８） 大浦幸男 『イエイツをめぐる女性たち』（山口書店

　

１９８７年）６４‐

（９） Ｆｉｎｎｅｒａｎ９０．

　

　

　　　　　　　　　

回

　

スティーヴン・カーン『肉体の文化～鞠 喜多迅腐他訳 （文化放送

　

１９７７年） を参照‐

回

　

Ｖｉｒｇｉｎｉａ Ｍｏｏｒｅ，Ｔ脳 び””‘醐 （Ｎｅｗ Ｙｏｒｋ：ｏｃｔａｇｏｎ，１９７３）２０２‐

⑩

　

Ｆｉｎｎｅｒａｎ１１４．

回

　

ｌｏｓｅｐｈＨｏｎｅ，ＷＢ．Ｙ８ｏｔｓヱ８６５一９３９（Ｈａｒｍｏｎｄｓｗｏｒ憶：Ｐｅｎｇｕｉｎ，１９７１）２３０．

㈱

　

Ｗ．Ｂ．Ｙｅａｔｓ，Ａ％勧めｇｍＰれ復ｓ（Ｌｏｎｄｏｎ：Ｍａｃｍｉｌｌａｎ，１９６４）４７３．

鰯

　

イエイツがこの結婚を急いだ理由は占星術による．１０月が結婚に適しているとされた．

肋

　

Ａ１ａｎ ｗａｄｅ，ｅｄ「Ｔ脳Ｌ鑑定鴛ｑｆＷＢ．物α鳶 （Ｎｅｗ Ｙｏｒｋ：ｏｃｔａｇｏｎ，１９８０）８１４‐

Ｑゆ

　

ＦｉｎｎｅｒａＬｎ２５８‐

Ｑ９

　

ｓａｒａＹｏｕｎｇｂｌｏｏｄ，
”Ａ ＲｅｒｅａｄｉｎｇｏｆｔｈｅＴｏｗｅｒｒ

　

ｒｗ姻擁すれ Ｃｅ“如け 茄彰ｍ卿γｅ

　

５ （１９５９）

回

　

Ｆｉｎｎｅｒａｎｌ９７‐

例

　

リチャー ド・エルマン 『ダブリンの４ 飼 大淫正佳訳 （岩波書店

　

１９９３年）５２‐

物

　

Ｗａｄｅ８２３－５．

㈱

　

Ｗ．Ｂ．イエイツ 『ヴィジョン』 鈴木弘訳 （北星堂

　

１９８０年）１２２－３．

鈎・Ｆｉｎｎｅｒａｎ３１２‐

㈱

　

Ｗａｄｅ８７１‐

Ｙ
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